
 
家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
、
家
畜
商
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 

広
島
県
知
事  

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

開
催
日
時
及
び
場
所 

開

催

期

日 

時

間 

場

所 

平
成
二
四
年
一
月
一
七
日
か
ら
同

一
八
日
ま
で 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

広
島
市
中
区
基
町
一
〇
番
三
号 

広
島
県
庁
自
治
会
館
三
階 

三
〇
一
会
議
室 

二 

講
習
科
目
及
び
時
間 

科

目 

時

間

数 

家
畜
の
悪
癖
、
機
能
障
害
及
び
疾
病 

六 

家
畜
の
品
種
及
び
特
徴 

四 

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令 

四 

三 

受
講
手
続 

 

１ 

受
講
申
込
書
の
提
出
期
限 

 
 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
〔
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
〕
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
受
付
時
間
は
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
） 

 
 
 

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。 

 

２ 

受
講
申
込
書
の
提
出
先 

 
 
 

広
島
県
農
林
水
産
局
畜
産
課
（
〒
七
三
〇
―
八
五
一
一 

広
島
市
中
区
基
町
一
〇
番
五
二
号
）
又
は

住
所
地
を
所
轄
す
る
広
島
県
畜
産
事
務
所

 
 
 

郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
家
畜
商
講
習
会
受
講
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
す
る
こ
と
。 

 

３ 

提
出
書
類 

 
 
 

受
講
申
込
書
（
別
記
様
式
） 

 
 
 

写
真
は
、
受
講
申
込
書
提
出
前
六
か
月
以
内
に
正
面
か
ら
撮
影
し
た
無
帽
・
上
半
身
像
の
も
の
と
す

る
こ
と
。 

四 

受
講
手
数
料 

 
 

三
千
三
百
円 

 
 

こ
の
手
数
料
は
、
三
千
三
百
円
に
相
当
す
る
額
の
広
島
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
所
定
欄
に
貼
っ

て
納
め
る
こ
と
。

 
 

広
島
県
収
入
証
紙
に
は
消
印
を
し
な
い
こ
と
。 

 
 

な
お
、
納
付
さ
れ
た
受
講
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。 



五 

テ
キ
ス
ト
購
入
経
費 

三
千
円
（
講
習
会
当
日
持
参
す
る
こ
と
） 

六 

そ
の
他 

こ
の
講
習
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
広
島
県
農
林
水
産
局
畜
産
課
（
電
話
〔
〇
八
二
〕
五
一
三
―
三

五
九
八
〔
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
〕
）
又
は
最
寄
り
の
広
島
県
畜
産
事
務
所
に
す
る
こ
と
。 

 



別記様式

 

家 畜 商 講 習 会 受 講 申 込 書 

 

                             平成  年  月  日

広 島 県 知 事 様 

 

                       住  所 

 

                       
ふ り が な

氏  名            印 

 

 

 家畜商法（昭和２４年法律第２０８号）第４条の２第１項の規定による家畜商講習会の受

講を申し込みます。 

 

 

 

 

 

    写真貼り付け欄 

     縦３．５㎝             広島県収入証紙貼り付け欄 

                        （３，３００円） 

     横２．５㎝ 

     

                        消印しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 注 用紙の大きさは，日本工業規格Ａ列４とする。 

 


